



















己 主~l/fi' (j) ')f 1'l IY~ iljJ 1)長引率における "jÎょの Jf'~iJ I分野 (11U話)のpiijじ方法との関係
I 
1~公正な JI:z') 1 )fiJ、市来(1'11絞争J込:殺)¥り)における主体的なli'iEhi1:







































2) 併えl正、全JI:~'U;j!íì1出 í 5~; ，1 i j主I1会(第5):以)J (弘文 f-Ji主 1'.) (出"，';î1~ 公 iF な ll\(
づ1h1;わ1 (}Ii'nl-けにおいては、 1'11な松下の，与されるj品。汗 (1'11段下、会長殺
11子ばれる。)というの辻、いわば刻字ーの主目的 aJIJW~ を iíJj!，fi'rなにとらえたものと，lffll!iできるつ j
とされており、1'1行主ぶ「独講義(第)数日付j号:tl問 、ド)Jえ26{I'.) (第5 けにおいて
は、 fィJ士IFなJlx.づ1hiLの弊~，~~ー安n は、 1~ 勺な lfy_ íJIWIjI裂や私的3づいijの弊主要幹で‘ある f説
/]'1をゴ(t"l n~) に iIJ!JI裂する j よりも jょいと)5-えられている c そのような追いがあるとしても、
釘(1なにはj!iJじであるJ とさ九ている。
:i) 本船でi之、 jユにおいては、 dm}jの純j)ljを ることを山悶j誌のi判定として点jえして
いるひ
心 これらのがJi)と・ '(p~ iJとにおいてる、 dinjの jlllÎíじが条丈の'~fI:となっていないため、公






























5) 主主近の'JH刊としては、クアルコム半f'l:CJ'i'lj{j，ill:Wi:i'fi会 'FJ& 21 :¥j 9 )J28 1] 。審判手続中)、
大分大1法案協!，iJキ!l{子学件 UJI'I宗佑i宣命令 子成21{f H 1011 )、ジョンソン・エンド
ョンソン 'Ji- f'I:討作 1;1JtJ ，HI:W，:{，tì~;-- 支 22 1 1' J 1 1)、アデイタスジャパン事1l(f:JI: I\~; j1!，: 
jilt命令 子成 1r:3 1 )がある。
印 公LFllyiJ1委fl会のiJl:I¥.it1，l'iIi1i:命令書において、浴場のjilj主及びその明治が行われていな
l，-\J!I!111 づけ-としては、イ4公 d~ ~ JI'(I) 1 )j1、について段、義|二女nとなってしミないこと、公
正誌ノ'['I;lt';I?ltの1)げ?に多様性があるが、その内容によって去を設げずにまちな討さぶ可
行っていること等が与一えられる。
わ れイIι半日訟講義(れ7J:i) (有三tl誌.J 1手1126年)(都第2節dil品)においては、
独禁法の11:界では、 diJ4占を観念することによ:に議おの視覚化が!ヌlられてきている宮、 i¥1
fi:<jされている ο
別 法光阪地縁 fífJ午 IHí~!並行 禁止法(古科書段 、ド成 11'-) (第6市知的財産艇と独占 I卜民
i1; (長IHi説))においては、公正取引委員会のカイドライン[知的JH}Y(のおJ日に|関する独
占禁Il-.it1-_のi!1JIドドJ&:19 {I:) Jについて JI会じるIi>Irij-で、当該ガイドラインにi到し「不?と






JÍllii\~t (il! 11) 
あると ξえられる。


























いて、 1心;( 1，1: 
において艇に、!?た i)、次のように、才、?定の[取引
られるこ るとのイヲ-えんを切らかにしている u
り) r JJUliIJ~立 jl!l;:')ミ見，ni!liL) (‘1/')点26 6 J24 1 開設i丸山)においては、流j母・ 11()1'I1'ti-カイ
ドラインについて、流通分 ~Ij' における弔 ll'(i'1{JijI) l)j{ fJ'，/}にWJする ')j'走者の子見I'JliU'tをおめ
るため、その丸山しがih~とされており、セ…フハーパーに Ixl する恭平:や ~:fl:咋について )ijí'
IE:::の続行Jを、1;)&26{J:i支出給することとされている。
l(己 主 1¥';jJ'IJik I昭和5!)~I 込 JJ 1 (1日弁156';1:<1i-;-)第 196り)















(2) 都営芝浦と畜場事件(最高裁判決 平成元年)12) 
原告と被告の属する市場の範凶についての認定が、公iE競書官tの判断に
大きく関係していることを jJくした事案として、{í15常芝 ~m と斎場事件がある。








12) 1えl'iljJ&.l!J決 、 I~)点 JC;1:12 )J 14 If (1日午1161{ド (オ) 出655'iJ') 
13) 1肝不1157¥1:公正取引委日会f'，./J~ tr~ 15日ーにより指定された不公正な取引Hi去をいうの









I'?iは十1公)1 ~'iJ，まで l 行!i 11 りょにJ!;__ぶ広し 3 地J&I)~J における 59 のと;市業宇;とそれぞ
れお:t/[J'I弘j係に点っていると，¥t1I!iし、 1]:九-{i'の主:121・1! (1<)等とともに、、1己主di
j坊の状j兄を '[:IJI析-~ぶーとした L で、 J字 liJ~人の先行為がその競ノJI-!>{J或において公
正競ノJ'lm'，I]:↑/七を有するものと iitめるべきかは多分に疑問の存するところであっ
て、イi、IJ1Uí{:.i~ ~こ ii五、!?しないとした口
h以立j出山'tjj政主 も、「イ不J 、 i可íU)t~
の;凡よ j地由に }ι/~ ち、 g体的な j坊介における h1.~の志 1';(1 . 1(1守、態様、競争関係の
ソ&びIlij坊の ;j)~iJL ~~':を総合考慮して干IJItJi-すべきものである。」との考え)Tを






!垣」よ瓦I 新J作li絶 1等宇 1先l:~ LI汁卜-牛片刈バ泊iHt治|;古!5L刊jド川)jぷZミZ七iドL什げl'件/守午1:がある口
本fi:は、ビルの維持符JH. 1米交野市iiJ業務を行う者(ユー・エス・システム口
H;(;iけが、 jタffl 地!ベ 1)'] の I}川上i!l にはする一つのビルについて総介告すIjl~務を
ii!? けれっていたところ、その契約百新を ~li絶されたことに対し、〉!?i;れl九が、
!肝不11571r-.般日;とわソJ~ 1 J[ (Jt: IlíJ の取引 ~ri 絶)、 13 (拘京条件付'n~ り 1) 、)く
は15Jf.! (WVílト fHこ対する ll~ I.J Ilj)j'iI{:) にi渋川し、独I'i禁 l 卜 19 条に)~}又するも
のとして、 iバJ~t 24 条に)，'~づき、 );::Jト求訴訟を提起した事案である。
15) 以 J;(I'::jJ&" j'lJiJと 1111 干1l 61~r2)J24fl (1I (1 干115~)1ド(ネ)抗 2513 ~;.) 


















控訴人は、到(li;禁 1:.U~ 24 条に )í~づく光ドjミについては、坊の両定を
民fI:とすべきでないとか、その伝説立責任を差!卜とを求められた倒IJに負
わせるべきと-i:.iJj討ーる。しかし、独li禁i十.?t~ は公正かつ 1:'=1 EIな競争を促進す
るために競争を1iJIU~ ないし 1)11害する一定の行為及び状態を jJ~1IiiJする法律であ
り、競争が行われるr!iJ坊を両定しない限り、公正競争 1)1 の判断は不可能














































OEM !(~ flllに、マイク口ソフト守;に対し .'-dさ:
!お) i'j~IV手入が、イ<f!:どル ~n:JIH ~ぞ読ベについて díJ誌が形成され、その 11' で投下がれ‘われてい
ることから、本fl:1J-ljは公iI))!l 下 1: Il 'gれがあると i弓したのに叫し、 Jιl'IJiVí( 之、 Ibn~の範
1)11がiもなるとして、作l添人のとI}JてをめていなL、。
19) '{r~ '[IJ寄i)!: 、ド支20{F )J Hi 1 ('1リJ主Hiイlfi下Ij) ~\ 13 i土)
i02 
ヂ公i正なJIY.づIJiiLi作家におけるt!T坊のjllIIJCについての検討
1J今わない旨の条項)について、昭和157年一般指定合示 13J}~i (拘束条件付1'(1)1 ) 
に該吋し、 6~! ， lî 禁止法 19 条違反とされた事案である D
本H-辞iJとでは、公i1-:競争日lI.の判断基準に係る記述においては、公 11-"






















20) 本n高千IJにおいて、検討対象ilJj)jとして、事14γ1{はパソコン AV技術JI)(1) I d iJJ)j及びノfソ
コンdiJLjを、マイクロソフトは AV技判:JJr~ 1)1 illJ)jを ijkしている。
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伝説 (! 11I) 




























) ):111カイ!ごうイシにおいては、公正説/flijl二については、 "， 1どの接手品川止の蹴点の
ほか、続ノ[1 伐として不勺かどうか、また、 ¥'I!1投手jjAZのとなるかどうかを強ょJ-ず
べき弘行があり、その1~:;'~!止、ライセンシーの'Jf，日告!こ及拾す;記事?のl人えび千三段、、i
1 i 1，:; の利子むの絵、 ~~U~['111: . I人{誌門会手を主主イに}出家‘し、I'JI揺することになるとしており、
dJ誌のil1むについては、1'11前/iiJ，!Z殺!i;IJのhl主Eこ1むとしたluj主となっている(前4不公1
なJf¥!.づI)jìl川)W~/，i からの与え )j 、 1 )，I~ イバ1') 与え h一九
~~公!とな車づ IhiJ;のう丸、読字減数効米の骨剥)，J，川、ら公正鼓'TliI['，I:'1ゾ1:を判断寸る場{iを
L寸、この段下IhUH)J~~O) 1(J}~は、料品における r1llg:!l /fl'iJ，H日j訟とじか沫である J
104 





として、対象 Imlll~I'1 の市場全体の状況、行為者及び競争者の 11刊誌における地位~~.;
が抑lr己されているのが叶支1'[0となっている針。





私的独 IJi/~-; のJili)え行為は、 1~- íLの lj\~ 引分野におけるトを実質的にHiiJ jU;~す
ること(こととなるJ劫合)Jをt::件(対品効果安門--)としている。「寸じのlsZ.
1) I 分~!Í'Jが規定されているJUl11:1 については、 50~ ，~î 禁止法制定当初Jの解説吉川に
23) I流通・ JIY_リ1'1ft行に|弘jする独，Ij禁1I'，it1-_のlfiHJ(、|三成:31， 00 ~)、 1'- I流通.J収引'1([11'ガ
イドラインjという。)においては、平:j1'(I'JilIJ liJ什j為の公 11-，競争'líll'JH~I: の有何の 'I'IJI折説家
として、次のものをダ1]，記している。
1) いわゆるフランド!日j段下(メーカー1なの競/f'及びwなるブランドの íÎ~j，'iJ'，をl収り拙う {jk
;1]業，(;'1日!の悦ノ'[，-)の;1犬J比 (iliJ話集1'度、 fi"十1"IJ，W¥o'lt、製['i，);: ]JIj 1 t 0)将位、流通経1布、新規
参入の世H:Mtt~~':)
(2) いわゆるブランドl付税/fl (I ， ;J ブランドの i{'~I!l!l! を Jfy.り i:投う流通来~t;-IIIJ のお~/[，，)の;1犬j兄
(fJli十九のパラつきの状川、 吋該 im['II" を 11\，( 1'):j放っている流通業fi-の ~UL&"~~)
じj) 10: [I'{ (I{] ;liJ liH 4J 為を行うメーカーのJ!j"J~L における J也1>1: (ni JJjシェア、開[1¥士、ブランド)J等)
州 市:jI'(I(jijIJ liJ~行為の対象となる流通業者の事業ilî到に及ぼす影響(i!iIJliH のね:泣・態様等)
中:[1'( (i'J ilJ la~ 4 1九の対象となる流通業計の数及び'J!iJ坊におけるj世f¥i:
(出2ì~l\ 流通分リI}における Jfx引に|叫する独 I'j 祭 l ト_it 1-，のJl'i引、 3中:p'I (IJi!IJ liJQ行為に係る
i自iL.;主;1:性 'I'IJI析)，~iVe) 
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ては、「企業計i台高官にIUJする到!ijif三LI-_去の運JIH行 J(ヂ成 16{ド c 以 I~- モ
ガイドラインjという 0)キ印に括るが!，'i禁ILrt(1-

























j 公，1.l1)(')j妥L1会奇juj者"ii改1:51引 I'i 禁， Ul~野手(lIíí 人十 11行手1129 1 !:)
??? 、
???
不公I!.な取引)jl1;'11従における rlJJ誌の IIlJij~ についての検討
/lUについては 1年別皮のものを指す」としているお o













:!{;;.ftーが、ある，ml'It'， (役坊を合む。)を到(11j して供給しているという似定のドで、吋 il~ :j~;I'j
iJ ~~.ft'が、干;'Jìl'，'Jl詰 λft を j支|る 11 (10で、小Ili;¥で、はあるが、実質的かつー 1引!なではない1，lIi杭づl
，IfをしたJ)j介に、吋主Iml'I'I!えひ地域について、市民者が、1'1該尚131の購入を他の1I0，'，'t'，.えは
J!l.Jl% (こ J長 Ij 伴えるれ!交を考雌し、-tM~~(の干山;::が小さいために、九，;五:j~(， lî 事業.ftーが1III i 柄引トー
げ、により平'Jil¥JをiJ1:よできるようなJ}jイ?には、その範1)1を!lJ-坊とJjlえるもので、:tiJH十の{'I:Jit
がA.きいため、ヰUil¥!JをiJl:J\.できない場合には、近殺する 1:n1J;)、的 1Î0 1'it'，を合めて、 I ， ~J 峠のテス
トを行い、iIiJ)jーのlijiじを行う子山をいう。 1J"*おおーにとっての代科刊についても矧似のテス
トをむう。
2(5) EU・1ミ|正|においても、間述iliJ品のIlhjiιのh法として、 {JX:1，よ!:5~( 11í 者テストの与え jj' がノJ~
されているところ、 1，1刊行1j1卜ーげιt，"i¥eに|到しては、 EUのガイ 1"ライン (1Commission notice 
on !he c1e五日ition()f relevallt l1arket for the purposes of COl1munity competitioll law J 1997 {je) 
では、 1，lI i 相リ 1 1-.け'1111，\として、 5%から 10 <3'6の)，I~ .Ì牲をJlJ ~、る町、また、米 Iqのカイドライン
(IHorizontal merger guidelinesJ 2010 1，1りでは、 1，lIi格引卜，け、1両として、通常5%をJIい、
、i該保業、行為.ft'に)，[;じてその!日JÎ去の数1J1'[を JIJ~ 、る旨、記述されている。~)f、EU、本li
とも、 1，lIi格引 LげのWJI¥jについては、 j主体1'j(JなJUJ11 \jの-.Jjl~i¥f'はボされていないの
27) {t): ) 1: t' MJ，i他 i独1i~1~ ，Ul; (釘5):10J (弘文';;:.: 工|勺jX:27 1，1") (出7ポイJ公l卜会なJj'Zij1 hiL:第








































れを )J~ にししι て、 …の誌の
yふ
ると;与えられるlxづれこえ守口し、

















28) シール入札談介jflJ'JPJifj. (点京市政判決 、|λ成5イド 12J J 141 (、1/.)&51:.(の)第 H:!'))
においては、 11 一定の 11\'.づ i 分 ~I}Jを中IJ析するに当たっては、 'J主)j_ft-がしたJt!rij 1 J九が対
象としている取引及びそれにより影響を受ける範1を椴討し、その競争が実質的にHiiJIU~ さ
れる範1)を11iとしーどのlf!(1) 1分針を決定するのが1 である。」とされている。
また、 j:}I¥J';)fjl!私的主J!，'iガイドラインでは、 I--iとのJry.づIjHT-は、ヂリjなJ[y.づ1f!jIJ l )j~とj.iJ j菜、
n体的行為やJr!(i) 1の対象・地域 .!L~峠等に jム;じて、 -'_!í 該行九に係る JI'i引及ひそれにより影
響を交ける mlLi!11 を松戸J し、そのfíJz"[1 が実質 I'i'~に ijjlJI\H される純 111:1 を1'1 jf2し決定されるのがJjj(
1!1Jである。また、 tJI:lifJ，;別府、1'1サ到!，'iは、単独の事業者によって:(J'われることカf多く、-一-こ
のため、州|注射私「内独，'i(こ係るウとのJ収づ|分担?のIiIiとについては、排除行為に係るj民リ1&
びそれにより };i;~i当:を受ける純 1)11 を{会社する|保に、必要に)，Î:.;じて、市安者(又は 1J1J.(~1i')にとっ
てJlyl)1 対象尚 311J! と代特性のある 1ì'~lllil の純 1111 又は地 JI目的範 1)11 がと‘の lY.1支丘、いものであるかと
の的~}，\を号唱することになる。 _1 (出3-JとのJrY.リ!分野における競守iを尖質的にijlJIUiするこ
と、 1 定のJIY引分野)との考え)jが示されている。
私的到~ I"I 'jT.案である Nl寸京Ll本市1'J: (~t~ 'lj辞i)と 平成 19イi二3J 26日、京J;-(jW J記手iJiJと
平成211:.5 PJ 29 1、1:{mi!主'l'IJdと 平成2211:12)J 171])においても、一定の取引分野の純
1)が/[I'}，'，I:となり、市民計等にとっての代目i:'IJ:についてのiW11iも踏まえて認定が行われている 0
29) このことは、事後的な事案においては、 diJ劫の断定と公正競争 liI! '~jf '1ゾtの認定が一体的
に行われることをノ示している。









1:): I~土刑私 n句 5~(r1iガイドラインでは、担1:IlfJ~明私的到!li i は、 ìjj， 5~(の事業:者によっ
て;Uわれることが多いこと等をJ'I1として、 IJI=I徐行:為に係る1兄づ1えびそれに
より影響を受ける純1:を検iHするlztに、必公:に}，t;じて、 ;fJ!J主将(又は供給者)
にと って llxリ|対象 IWill11 とイ代にuキ引/1作ゾq午1: のある i北{'，剖'~訂'~III甘払訂出11υ仏仙iJA山μ品liLVi幻山lJAIli の純 1:]川j川叫IjjλL は j地白ω;1月即Ij型HI的'1川|内甘ωf範む削|い附j片井別iド司一:1 がとどJの干'1:)泣支)広iよi 
いものでで、あるカか、との初矧l，i.'人}山(、
これは、 1rli佑カルテル等の不"iな取り 1i/JIJI;Hの事案においては、 1J:九のiゾu、持か






想定 Ilîn~が pÌl jiιされることとなる口
また、 diJ坊については、首公(fI'にとっての代特性の杭皮の述いにより、 ITt:i討




:) 1 ) )d' j-， U~~ r i1}外ii:l1 'jlfylJからみえてくる競'f'iL実務の布IH点 的 51" ~::Ilil ビー ル
f~~~ ;日以ソ，\~'Jf. ~Y~ 行の企業キllifT'忠告と1'，]:出JfJ!ii'HI'iII'iJ(NBL1058 ¥J' (2015，9，15))において、米
1"の企業主fif?砕すに勺たり、勺 'ji会十!のゐIL!f実態・付 j人JiU(I1行をぶす1，1:人j資1"1.が、ilJ'J坊Ili定
)~!~\にヰIjJIJ され、 'l今世な lill:~処となっていることがlJI じられている。
32) 仰ii: 28参!日1







































































































デイー・ヱヌ'Jifl: (は i宗治 ÎVjf~命令 'TI点イ(j)J9 I1上j;'ri]lll，U仁川:コンクリ







また、 "01JI! 競争正雄侵害)r;~!事案でも、公正競午I-Ijl =i. f与性の許{lllî ~こ、 11 たり、行為
の)よがりも.~~#となっているが、 1-.1;己(1)とIliJ様に考えられる。
なお、優越的地f\ì: の ìW:，:川行為 H~ililJについては、優越i'I(_jj色村ーにある事業者を一
)Jの咋 'jf-:{i^ とするがU、1i J劫がl耐え:で、き、、!?該diJ坊において市場支配力を有する
'Ji業者の行為を脱出IJするものと卜1:1世づける凡併がある刊)。この場合には、
公Ii~競争 1m 主性の検討対象 111J誌の WJ示が必要になると考えられるが、優越n~j山
1¥/:のil:N，:JlJ行為の公正競争IjjJを優越ガイドラインのようにWi:するj劾合には、本












39) 催I~的地位のiW:UIJ にj1)，J する剖!llî 紫 IUよ卜ーの考え HJ (公正取引委民会 、!勺主2211'-。口、ド
I i長越ガイドラインjという。) (第 1 優位 I'J'J J1l!. {ij:の能m)J~ilíIJ についての )j~本 n力~-え jj)
40) I'j イ:I- ，'~l、志「独禁法講義(第71:反)J (有斐mJ 、|勺主26-q:)第8市立'}6 ili
115 
